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日本藻類学会

日本藻類学会は昭和27年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる.

本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し， 会員に無料で頒布する.普通会員は本年度の年会費5，000円(学生は

あ500門)を前納するものとする.団体会員の会費は8，000円，賛助会員の会費は 1口20，000円とする.

入会，退会，会費の納入および住所変更等についての通信は 113東京都文京区弥生 2-4-16["学会センターピ

ル内」日本学会事務センター宛に， 原稿の送付およびバッグナンパ一等については 108東京都港区港南4-5-7東

京水産大学植物学教室内日本藻類学会宛にされたい.

The Japanese Society of Phycology 

The Japanese Society of Phycology， founded in 1952， is open to all who are interested in an} 
aspect of phycology. Either individuals or organizations may become members of the Society. The 

Japanese Journal of Phycology (SORUI) is published quarterly and distributed to members free of 
charge. The annual dues (1983) for overseas members are 6，000 Yen (send the remittance to the 
Buisiness Center for Aeademie Soeieties Japan， 4-16， Yayoi 2・ehome，Bunkyo・ku，Tokyo， 113 Japan. 

Manuscript for the Journal should be addressed to the Japanese Soeeity of Phyeology， e/o 
Laboratory of Phycology， Tokyo University of Fisheries， Konan 4 chome， Minato・ku，Tokyo， 108 Japan. 

昭和58，59年度役員 0血cersfor 1983-1984 

会 長:岩本康三(東京水産大学 President: Kozo 1 W AMOTO (Tokyo U ni v. of Fisheries) 

庶務幹事:今野敏徳(東京水産大学 Secretary: Toshinori KONNO (Tokyo Univ. of Fisheries) 
会計幹事:高原隆明(専修大学 Treasurer: Takaaki KOBARA (Senshu University) 
評議員 Membersof Executive Council: 

秋山和夫(東北区水産研究所 KazuoAKIYAMA (Tohoku Reg. Fish. Res. Laboratory) 
秋山 優(島根大学 MasaruAKIYAl¥'iA (Shimane University) 
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堀 輝三(筑波大学 TerumitsuHORI (University of Tsukuba) 
市村輝宜(東京大学 TerunobuIcHIMURA (University of Tokyo) 
岩井寿夫(三重大学 ToshioIWAI (Mie University) 
巌佐耕三(大阪大学 KozoIWAsA (Osaka University) 

西津一俊(日本大学 KazutosiNISIZAWA (Nihon University) 

野沢沿治(鹿児島大学 KojiNOZAWA (Kagoshima University) 
奥田武男(九州大学 TakeoOKUDA (Kyushu University) 
阪井輿志雄(北海道大学 YoshioSAKAI (Hokkaido University) 

谷口 森俊(三重大学 MoritoshiT ANIGllCHI (Mie University) 
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編集委員会 EditorialBoard: 

委員長三浦昭雄(東京水産大学 AkioMIURA (Tokyo Univ. of Fisheries)， Editor-in-chief 

幹事庵谷 晃(東京水産大学 TeruIORIYA (Tokyo Univ. of Fisheries)， Secretary 
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H 堀 輝三(筑波大学 TerumitsuHORI (University of Tsukuba) 
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n 岩崎英雄(三重大学 HideoIWASAKI (Mie University) 
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砂 吉田忠生(北海道大学 TadaoYOSHIDA (Hokkaido University) 
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日本藻類学会第8回春季大会のお知らせ

日本藻類学会昭和59年度(第8回)春季大会を下記

の要領で開催します。藻類に関係のある全分野からの

発表を歓迎します。特に今回の大会は，若い研究者各

位の発表を歓迎する大会に致し度いと思いますので，

奮っ てど参加下さい。

(1) 期 日 昭和59年 3 月 31 日 (土) ~4 月 1 臼(日)

(2) 会 場 東京学芸大学 (東京都小金井市貫井北

町 4-1-1)。 国電中央線「武蔵小金井駅」下車，

北改札口を出て左側の乗場で京王パス 「小平団地

行」に乗り「学芸大正門前」下車(約10分120円)， 

また，同じ乗場で 「中央大循環」に乗り「学芸大

東門J下車のノレート も可能ですが2日目は日限の

ため東門は閉鎖になり利用できません。

(3) 研究発表 発表形式は口頭(1演題につき討論を

含めて15分)と展示 (幅 180cm，高さ 90cmの

展示板を大会本部で用意)とします。

(4) 参加申込み 講演の有無にかかわらず大会に参加

を希望される方は，同封の振替用紙にて， 参加費

2，000円を添えてお申込み下さい。また，懇親会

(3月31日夜開催)に出席ご希望の方は，懇親会

費2，000円を加えてお送り 下さい。なお，所属機

関長への出張要請等の文書などど入用の方はご迷

J訟なく大会準備委員会まで宛先を明記してお中出

下さい。

(5) 講演申込み 口頭 ・展示とも，氏名 (共同のとき

は演者に。印)，所属，標題，要旨(A4または

A5400字詰横書き原稿用紙使用，標題共600字以

内)を添えて大会準備委員会までお申込み下さい。

(口頭か展示かを 1枚目の原稿用紙の右側に朱告)。

スライド総枚数

l決写JI頃序

15 

巨ヨ
巳コ亡己

講演番号 講演者名

ーー黒〈塗りつぶす

(上辺マーク)

(6) 

(η 

(8) 

口顕発表の方法 図 ・表はすべて 35mmスライ

ドとし下図にならって作成して下さい。また，同

じスライドを繰返したいときはそれに見合う枚数

をご用意下さい。

展示発表の方法 展示用具(セロハンテープか画

鋲を使用，マ グネットは使用できない)は各自ご

用意下さい。なお，標題は高さ 5cm以上の文字

を，説明文は高さ l.5 cm以上の文字を使用し，

文章は必要最小限に止め，演者の氏名，所属も明

記し，演者の顔写真 (キャビネ判大)も貼付する

ようにして下さい。

ポスタ ー展示は前日 (30日)の午后 l時から行

えます。なお，時間的余裕があれば展示発表の方

に展示説明とは別に約5分程度の要約発表の時聞

を取ることを考えています。

宿泊案内 学芸大付近には以下のようなビジネス

ホテルがあ ります。各自直接ご予約下さい。

Oビジネス ・千成ホテノレ 干185国分寺市本町 2-

4-5 Tel. 0423-25-5588シングノレ￥4，600(学

芸大まで徒歩15分)

Oビジネスホテノレ ・ダイワ 〒185国分寺市南町

3-16-17 Tel. 0423-24-5221シングノレ苦5，000

(学芸大まで徒歩25分)

0ビジネスホテル ・ウテナ 干185国分寺市東元

町3-30-7T巴1.0423-21-2339シングル警4，500

(学芸大まて徒歩30分)

以上は学芸大には近いのですがパス等がないの

で，徒歩になります。むしろ，中央線沿線の吉祥

寺，三鷹，荻窪，立川，八王寺には多くの宿があり ，

盛 り場もあるので，そちらをご利用になり， 国電

武蔵小金井ーパスの利用が使利かも知れません。

(9) 締 切 参加・ 講演 ・展示とも， 59年 1月20日

M 参加申込み，講演 ・展示の要旨送り先

〒184東京都小金井市貫井北町 4-1-1東京学芸

大学生物学教室 日:本藻類学会大会準備委員会

振替 東京 7-166524

電話 0423-25-2111 (内線 2667岡崎恵視また

は内線 2672出井雅彦まで)






